
定
窯
白
磁

の
龍
文

に

つ
い
て

i

法
興
寺
遺
跡
出
土
資
料
を
め
ぐ

っ
て
ー

伊

東

徹

夫

は

じ

め

に

河
北
省
曲
陽
県
北
部
の
澗
磁
村
と
そ
の
周
辺
に
窯
鮭
の
広
が
る
定
窯
は
宋
代
を
代
表
す
る
白
磁
窯
と
し
て
知
ら
れ
る
。
定
窯
白
磁
の
製
品

の
中
で
研
究
者

の
関
心
を
集

め
て
来
た
の
は
、
劃
花

・
印
花
な
ど
の
技
法
に
よ

っ
て
文
様
が
施
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。
北
宋
中
期

か
ら
金
代
に
か
け
て
が
定
窯

の
最
盛
期
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
時
期
の
定
窯
白
磁

の
文
様

の
大
多
数
が
植
物
文

で
あ

っ
た
。

一
九
四

一
年
に
定
窯
窯
堆
を
発
見
し
た
小
山
富
士
夫
氏

の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
劃
花

.
印
花

(
1
)

文

の
施
さ
れ
た
陶
片
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
植
物
文
を
主
文
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
と
き

の
調
査

で
表
面
採
集
さ
れ
た
陶
片
数
は
千
点
を
越
え
る
も
の
で
は
な

ハ
　
　

か

っ
た
し
、
小
さ

い
陶
片

で
は
器
全
体

の
文
様

を
知

る
こ
と
が

で
き

な

い
。
し

か
し
、

こ
れ
ま

で
に
管

見

し
た
伝
世
品
や
図
版
類

か
ら
得
た
印
象

ぱ
小

山
氏

の
調
査
結

果

　
ヨ
　

と
大
ぎ
く
異
な
る
も

の
で
は
な
い
。
定
窯
白
磁
の
植
物
文

の
中
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
が
蓮
花
文
で
あ
る
。
定
窯
白
磁

の
蓮
花
文
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
分
類
と
製

(
4
)

作

年
代

に
関

す
る
初
歩
的
な
考
察

を
試
み
た

こ
と
が

あ
る

。

近
年
、
定
窯
窯

趾

に
近

い
寺
院
遺
跡

か
ら
少

し
ま
と

ま

っ
た
数

の
龍
文

の
あ

る
白
磁
が
出
土

し
た
。
龍
文

は
、
特

に
近
世

の
中

国

で
は
、
皇
帝
と

の
関
連

を
想
起

さ

せ

る
文
様

で
あ

る
た

め
に
、
龍
文

の
あ

る
白

磁
は
他

の
動
物

文

の
白
磁

よ
り
注
目
さ
れ

て
き

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
小
論

で
は
、

こ
の
新
資
料

の
出
土
が
報
告

さ
れ
た

こ
と

を
機
会

に
、
龍
文

の
施
さ
れ
た
定
窯
白
磁

の
分
類

を
試
み

、

こ
れ

ら

の
定
窯
白

磁

に
関

す

る
こ
れ
ま

で
の
知

見
を
整

理
し

て
み
た

い
。

cgs)

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て



定
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一

一
九
八

一
年

五
月
、
河
北
省
曲
陽
県
南
鎮
公
社
北
鎮
村
に
あ
る
法
興
寺
遺
跡
で
穴
蔵
が
発
見
さ
れ
た
。

『
文
物
』

一
九
八
四
年
第
五
期

は
、

こ
の
穴
蔵

か
ら
出
土
し
た

(
5
)

十
三
点

の
白
磁

に
つ
い
て
簡
単
な
報
告
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
報
告

の
著
者
で
あ
る
妙
濟
浩

・
　辟
増
福

の
両
氏
は
、
こ
れ
ら

の
白
磁

の
胎
土

・
粕
薬

・
文
様

の
特
徴
が
定

窯
窯
趾
か
ら
出
土
し
た
資
料
と
完
全
に

一
致
す
る
こ
と
、
「
覆
焼
法
」
と
呼
ぼ
れ
る
焼
成
技
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
コ
涙
痕
」
と
呼
ぼ
れ
る
粕
薬

の
流
痕
が
あ
る
こ
と

(
「
覆
焼
法
」
・
「
涙
痕
」
と
も
定
窯
白
磁

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴

で
あ
る
)
、
出
土
地
点
が
定
窯
窯
祉
の
東
側

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
白
磁
が
北
宋
時
代

の
定

窯

の
製
品
で
あ
る
こ
と
に
ほ
ぼ
ま
ち
が

い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
資
料
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
、
製
作
地
に
つ
い
て
は
、
文
様

・
器
形
が
確

か
に
定
窯
白
磁

の
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
出
土
地
点
が
澗

磁
村

の
定
窯
窯
肚
か
ら
わ
ず
か
に

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
し
か
離
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
定
窯
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
胎

・
紬
薬

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、

地
元
の
研
究
者

で
あ
る
両
氏

の
鑑
定
を
尊
重

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
製
作
時
期

に
つ
い
て
は
、
後

で
検
討
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

さ

て
、
十
三
点

の
出
土
白
磁
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

(e)(d)(c)(b)(a>

(
6
)

劃
花
龍
文
盤

(
図
1
)

(
7
)

劃
花
龍
文
碗

(
図
2
)

(
8

)

印
花
雲
龍
文
盤

(
図
3
)

(
9

)

印
花
雲
龍
文
鉢

(
図
4
)

盤
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前
記

の
報
告

の
記
す

こ
れ
ら

の
白
磁

の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

(
10

)

 同

ゆ

っ
た
り
と
低
く
立
ち
上
が

っ
た
盤
で
、
造
り
は
や
や
厚
い
。

口
縁
は
唇

口
に
作
ら
れ
て
い
る
。
胎
の
質
は
堅
く
、
色
は
白
い
。
紬
薬

の
質

は
潤
い
と
穏
や
か
さ
が

あ
り
、
光
沢
が
あ
る
。
粕
色
は
わ
ず
か
に
黄
色
味
を
帯
び
た
白
で
あ

る
。
口
縁
部
は
粕
薬
が
剥
が

さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
芒
口
に
な

っ
て
い
る
。
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定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

内
面
に
は
、
右
回
り
に
旋
回
す
る
団
龍
形

の
龍

一
頭
が
、
大
き
く
劃
花

の
技
法

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
龍

の
顔

の
前

に
は
宝
珠

一
頼
が
置

か
れ
て
い
る
。
龍
は
三
爪

で
あ
る
。

こ
れ
ら
六
点

は
、
だ
い
た

い
同
寸
法
で
、
器
形
と
粕
色
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
胎
が
よ
り
細
白
で
よ
り
堅
い
も

の
も
あ
る
。
う
ち
三
点

は
、
龍
の
下
方

に
二
つ
の
流

雲
文
が
置
か
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

う
ち

一
点
の
寸
法

は
口
径
三
〇

・
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高

五

・
九

セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

個

側
面
が
垂
直
に
立
ち
上
が

っ
た
深

め
の
碗

で
あ
る
。
造
り
は
薄

い
。
胎

の
質
は
堅
く
緻
密

で
、
磁
化

の
程
度
が
非
常

に
高

い
。
胎

の
色
は
白

い
。
粕
薬

の
質

は
均

一

・
細
潤
で
光
沢
が
あ
る
。
粕
色

は
ほ
ん
の
わ
ず

か
黄
色
を
帯
び
る
。
芒
口
に
な

っ
て
い
る
。

外
側
面
に
は
左

に
進
む

い
わ
ゆ
る
行
龍

二
頭
が
劃
花
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
龍
は
三
爪
で
あ
る
。

口
径

一
〇

・
四
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
八

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

㈲

ゆ

っ
た
り
と
低
く
立
ち
上
が

っ
た
盤
で
、
口
縁
部

は
唇

口
に
な

っ
て
い
る
。
造

り
は
薄

い
。
胎

は
純
白
で
堅
く
細
か
い
。
磁
化

の
程
度
は
非
常

に
高

い
。
紬
薬

の
質

は
細
潤

・
透
明
で
、
光
沢
が
非
常

に
強

い
。
粕
色
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
黄
色
を
帯
び
る
。
芒
口
に
な

っ
て
い
る
。

内
面
中
央
に
は
左
回
り
に
旋
回
す
る
団
龍

一
頭
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ

の
周
辺
を
流
雲
文
帯
が
囲
む
。
龍

の
顔

の
前

に
は
火
焔
宝
珠

一
穎
が
置

か
れ
、
龍
文
と
流
雲
文
帯

の
間
の
余
白

に
は
八
個

の
流
雲
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
龍

は
四
爪
で
あ
る
。
以
上
の
文
様
が
印
花

の
技
法

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

三
点
と
も
、
寸
法
が

ほ
ぼ
等
し
く
、
そ
の
他

の
特
徴

は
同
じ
で
あ
る
。

う
ち

一
点

の
寸
法

は
口
径

二
三

・
ニ
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
高

五
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

側

や
や
す
ぼ
ま
り
気
味

に
開
く
鉢

で
、
造
り
は
薄

い
。
胎

の
質
は
細
か
く
、
緻
密

で
堅

い
。
色
は
白

い
。
粕
薬

の
質
は
潤

い
が
あ
り
、
き
め
細

か
く
、
光

沢
が
あ
る
。

粕
色
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
黄
色
を
お
び
た
白
で
あ
る
。
芒

口
に
な

っ
て
い
る
。

内
面

の
円
形
の
底
部
に
は
旋
回
す
る
団
龍

一
頭
を
置
き
、
内
側
面
に
右
回
り
に
二
頭

の
行
龍
を
旋
回
さ
せ
て
い
る
。
内
側
面

の
余
白
に
は
流
雲
文
を
配
す

る
。
龍
は
五

爪

で
あ
る
。
以
上

の
文
様
が
印
花

の
技
法

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
点
は
、
高
台

の
寸
法
が

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
異
な
る
が
、
そ
の
他

の
点
は
完
全

に
同
じ
で
あ
る
。

..



う
ち

]
点

の
寸

法

は

口
径

二
六

・
四

セ
ン
チ

メ
ー

ト
ル
、
高

十

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
で
あ

る
。

回

無

文

の
盤

で
あ

る
。
特
徴

に

つ
い
て
は
省
略
す

る
。

こ
れ

ら

の
法
興

寺
遺
跡
出

土

の
白
磁

に
描

か
れ
た
龍

は

、
劃
花

と
印
花
と
比

べ
る
と

、
印
花

の
方

が
鱗

や
鰭
な

ど

の
描

写
が
緻
密

で
あ

る
。
劃
花

は
流
雲
文

を
全
く
伴

わ
な

い

か
、
伴

っ
て
も
僅

か
で
あ

る
。

ま
た
、
同

劃
花
龍

文
盤

の
龍
と

、
回
印
花

雲
龍
文

盤

の
龍

・
同

印

花

雲
龍
文
盤

の
内

底
部

の
龍
と

で

は
龍

の
旋

回

の
方
向
が

逆

に

な

っ
て

い
る
。
爪

の
数

も
、
劃

花

の
も

の
は
三
爪

だ
が
、

印
花

の
も

の
で

は
四
爪

か
五
爪

に
あ

ら
わ
さ

れ

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、

い
く

つ
か
の
相
違

点

は
見

出
さ

れ

る
も

の

の
、
そ
れ

ら

の
相
違

点

の
多
く

は
、

一
点

一
点
陶

工

の
手

に
よ

っ
て
彫

ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
劃
花
と

、

一
度
型

を
作

っ
て

お
け
ば

比
較

的
容
易

に
短
時

間

で
同
形

.
同
文

様

の
製

晶
を
作

り
う

る
印
花

と

い
う

、

施
文
技
法

の
相

違

で
説

明

で
ぎ

る

こ
と
が

多

い
の
で

ぱ
な

い
だ

ろ
う

か
。

む
し

ろ
、

こ
れ

ら

の
龍

は
、

そ

の
類
似
点

に
注

目
す

べ
き

で
あ

る
と
考

え

ら
れ

る
。
胴

は
抑
揚

を
も

っ
て
く
ね

り
、
鰭

・
四
肢

・
尾

は
明

確

に
あ

ら
わ
さ
れ

る
。
四
肢

は
関
節

が

ぱ

っ
き

り
し
て

お
り
、
空

を

つ
か
む
爪

は
鋭

い
爪
先

ま

で
丁
寧

に
描

か
れ

る
。
頭

に
は
二
本

の
角
が

あ
り
、

口
を
開

き
、
両

眼

は
険

し
く
前

を
睨

み
、
表
情

は

猛

猛
し
く
威
厳
が

あ

る
。
胴
と

四
肢

の
鱗
も
克

明

に
描

か
れ

、
髭

・
髪

・
肘
毛

な
ど
も
省
略

さ

れ
て

い
な

い
。

特

に
、
同

劃
花

龍
文
盤
と
回

印
花
雲

龍
文
盤

の
龍

は
、

回
転
方
向

こ
そ
違

う
も

の

の
、
前
老

の
後
肢

の

一
本

の
下
半
分

が
胴

に
隠
れ

て
見
え
な

い
ほ
か
は
、
胴

の
く
ね

ら

せ
か

た
や
肢

の
構

、兄
が

よ
く
似

て

い
る
。
ま

た
、
伺

印
花

雲
龍
文
鉢

の
内
底
部

の
龍

と
あ
わ

せ
て
、

こ

れ
ら

三
種

の
団
龍

は
、
尾

と
伸
ば

し
た
後
肢

が
輪
状

に
交

差
す

る
と

い
う
特
微

あ

る
姿

態
を
共

通
し

て
見
せ

て
い
る
。

法
興
寺
遺
跡
出
土

の
四
種
類

の
龍
文
器
の
う
ち
、
向
劃
花
龍
文
盤
と
回
印
花
雲
龍
文
盤

に
つ
い
て
は
、

紹
介
す

る
。

「
同
劃
花
龍
文
盤
」
と
同
形

・
同
文
様

の
資
料

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

同
形

・
同
文
様

の
資
料
が
伝
世
品

に
見
出
さ
れ
る
の
で
、
次
に

一89一
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(
H

)

①

日
本

個

人
蔵

(
口
径

二
九

・
八

セ

ソ
チ

メ
ー

ト
ル
)

(
12

)

②

ロ
ン
ド

ン

デ

ヴ

ィ

ッ
ド
財
団
蔵

(
口

径

二
九

・
ニ

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル
)

(
13

)

③
台
北

国
立
故
宮
博
物
院
蔵

(
口
径
三
〇

・
七
セ
ソ
チ

メ
ー
ト
ル
)

(
14

)

④

ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム

東

ア
ジ
ア
博
物
館
蔵

(
口
径
三
〇

・
○

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

こ
れ
ら
を
含
め
て
五
点
の
劃
花
龍
文
盤
の
寸
法
を
見
る
と
、
口
径

は

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
差

の
中
に
あ
り
、
あ
ま
り
違
わ
な
い
。
口
径
以
外

の
寸
法

の
わ
か

っ
て
い

る
も

の
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
さ
は
○

.
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
径

は
二

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
差
が
あ
り
、
個
体
重
が
大
き
い
。

①

は
実
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
口
造
り
な
ど
器
形
の
特
徴
が
法
興
寺
遺
跡
出
土
盤
回

に
よ
く
似

て
い
る
。
造
り
は
や
は
り
少
し
厚
い
。
粕
薬

は
光
沢
が
あ
り
、
定
窯

白
磁
と
し
て
は
や
や
暗

い
。
龍
文

は
、
基
本
的
な
姿
態
は
同
と
同
じ
で
あ
る
が
、
髭

・
髪

・
肘
毛
は
房
に
な

っ
て
い
る
。
頭
部
は
や
や
不
鮮
明

に
上
が

っ
て

い
る
。

②

は
、
図
版
解
説
で
は
、
定
窯
白
磁
と
し
て
は
特
に
精
好
な
胎
と
粕
薬

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
し
か
わ
か
ら
な

い
。
龍
文

は
①
に
酷
似
し
て
い
る
。

③

は
、
図
版
で
見
る
と
器
形

の
特
徴
が
同
と
①

に
似
て
い
る
。
図
版
解
説
に
よ
れ
ば
、
造

り
は
き
わ
あ
て
厚
く
重

い
。
粕
色
は
や
や
黄
色
を
帯
び
て
い
る

よ

う

で

あ

る
。
龍
文
は
、
基
本
的
な
姿
態
は
同
と
同
じ
で
あ

る
。
宝
珠

は
描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

④

は
、
図
版
で
見
る
と
、
龍

の
基
本
的
な
姿
態

は
回

に
よ
く
似
て
い
る
。
渦
巻
き
様

の
火
焔
宝
珠
が
く

っ
き

り
と
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
完
形
品
の
ほ
か
、
中
国

の
調
査

に
よ

っ
て
定
窯
窯
趾
か
ら
劃
花
龍
文
盤

の
破
片

二
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
の
で
次

に
紹
介
す
る
。

(
15
)

⑤

一
九

五
七
年

出
土

の
破

片

(
長
寸

一
四

・
五

セ
ン
チ

メ
ー

ト

ル
)

(
16

)

こ
の
破
片
は
実
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
大
き
さ
と
形
状

か
ら
し
て
、
團
な
ど
と
ほ
ぼ
同
形

・
同
寸

の
盤
の
破
片
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
龍

は
後
頭
部

か
ら
胴

の
前

三
分

の

一
ほ
ど
が
見
え
る
。
胎
と
粕
薬
は
標
準
的
な
定
窯
白
磁

の
そ
れ
で
あ

っ
た
。
造
り
が
厚

い
と
い
う
印
象
は
受
け
な
か

っ
た
。
最
も
印
象
的
で
あ

っ
た

の
は
、
彫
り
が
極
め
て
精
緻
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
精
緻

・
丁
寧
と

い
う
点
で
は
、
定
窯
白
磁
の
劃
花

で
こ
れ
以
上

の
資
料
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
前

述

の
い
ず
れ
の
劃
花
龍
文
盤
も

こ
の
破
片
に
及
ぼ
な
い
。

⑥

一
九
五
九
年
出
土
の
破
片

(
17
)

こ
の
破
片

は
図
版
で
し
か
見
て
お
ら
ず
、
寸
法
そ
の
他

の
特
徴

は
わ
か
ら
な

い
。
龍

の
頭
部
か
ら
胸
あ
た
り
ま
で
が
残

っ
て
い
る
が
、
図
版
で
見
る
限

り
で
は
、
彫

り
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は
か
な
り
精
緻

・
丁
寧
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
回
印
花
雲
龍
文
盤
」
と
同
形

・
同
文
様

の
資
料

中
国
硅
酸
撃

会
編

『
中
国
陶
麹

』

に
ょ
れ
ば
・
回
と
同
工
の
盤
+
点
が
、

一
九
四
八
年

に
や
は
り
法
興
寺
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
卜
占
川
の
-
ち
六
点

は
中
国

国
外

へ
流
出
し
、
残

り
の
四
点
が
北
京

の
故
宮
博
物
院
と
上
海
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。

⑦
上
海
博
物
館
蔵

(
口
径

二
三

・
ニ
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
四

.
八
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
)

⑧
北
京

故
宮
博
物
院
蔵

⑨
一米
国

個
人
蔵

⑦

は
馳

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
し
・
展
示
中

に
実
見
し
た
こ
と
も
あ
る
。

・
径
簡

と
同
寸

で
あ
る
し
、
器
高
も
〇

三

セ
ン
チ
メ
ー

ル
し
か
違
わ
な

い
。
器
形

は

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
文
様

の
う
ち
龍
は
回

に
酷
似
す

る
。
粕
薬
ば
明
る
い
ほ
う
で
あ
る
。
口
縁

に
銅

の
覆
輪
を
被

せ
て
あ

る
。

⑧

は
展
示
中
に
実
見
し
た
こ
と
が
あ
る
。
器
形

・
粕
調
は
⑦

に
似

て
お
り
、
文
様

に
至

っ
て
は
⑦
と
ほ
ぼ
完
全

に

一
致
す
る
。

　　
　

⑨

は
、
図
版

で
見

る
と

、
文
様
が
⑦

と

ほ
ぼ
完
全

に

一
致

す

る
。

　
カ

　

⑦

・
⑧

・
⑨

に

つ
い
て

は
、
同

じ
型

か
ら
作
ら

れ

た
可
能

性

が
あ

る
。
団

も
そ

の
可
能

性

を
捨

て
き

れ

な

い
。

　
ほ

　

前
掲

の

『
中
国
陶
盗
史
』
は
、
国
外
に
流
出
し
た
印
花
雲
龍
文
盤
六
点

の
う
ち
の

一
点

の
底
部
に
、
「
尚
食
局
」
と
い
う
三
字

の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

⑨
が
そ
の
銘
を
も

っ
た
盤
な

の
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
確
認
が

で
ぎ
て
い
な

い
。

一91一

碑

こ
の
よ
う

に
、
法
興
寺
遺
跡
出
土

の
定
窯
白
磁
の
資
料

の
う
ち
、

「
團
劃
花
龍
文
盤
」
と

「
倒
印
花
雲
龍
文
盤
」

に
つ
い
て
は
、

料
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
盤

の
製
作
年
代

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

ω

「
團
劃
花
龍
文
盤
」

の
製
作
年
代

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
い
く

つ
か
の
類
似

し
た
資



定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

こ
の
種

の
劃
花
龍
文
盤

に
つ
い
て
は
、
紀
年
銘
を
も

つ
資
料
も
、
年
代

の
明
ら
か
な
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
も
な

い
。

前
掲

の
法
興
寺
遺
跡
出
土
資
料
の
報
告
者
妙
濟
浩

.
醇
増
福

の
両
氏
は
、
回

の
盤
に
つ
い
て
、
造
り
が
や
や
厚

い
こ
と
、
口
縁
が
唇
口
に
な

っ
て
い
る
こ
と
・
涙
痕
が

(
23

)

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
胎
質

.
粕
色

.
文
様

.
製
作
技
法
な
ど
は
、
明
ら
か
に
北
宋

の
前
期
か
中
期

の
特
徴
を
示
す
と
述
べ
て
い
る
・

し
か
し
、
製
作
技
法

に
関
し
て
は
、
第

一
節
で
記
し
た
よ
う

に
、
こ
の
盤

の
口
縁

は
芒
口
に
作
ら
れ
て
い
る
。
定
窯

の
製
品
に
関
す
る
現
時
点

で
の
知
見

で
は
、
芒

口

に
つ
く
ら
れ
た
北
宋
前

.
中
期

の
資
料
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
覆
焼
法

は
北
宋
後
期

に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
定
窯
窯
趾

の
調
査
に
早
く
か
ら
携
わ

っ
て
お
ら

れ
る
爲
先
銘
氏
は
、
そ
の
著
書

『
定
窯
』
で
、
北
宋
中
期

に
は
ま
だ
覆
焼
法
が
な
か

っ
た
と

の
見
解
を
述

べ
て
お
ら
雛

・

唇
口
に
つ
い
て
は
、
「
回
印
花
雲
龍
文
盤
」
も
唇
口
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、

妙
濟
浩

.
醇
増
福

の
両
氏
は
、

同
じ
報
告
文

の
中
で
こ
の
盤
を
北
宋
後
期
の
製
品
と
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
年
代
決
定
の
た
め
の
決

め
手
に
は
な
ら
な
い
。

涙
痕

に
し
て
も
、
北
宋
前
期
か
ら
金
代
ま
で
の
定
窯
白
磁

に
見
ら
れ
る
特
徴

で
あ
り
、
北
宋
前

・
中
期

の
製
品

の
特
微
と
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
・

こ
の
盤
の
胎
質

.
粕
色
な
ど
に
関
す
る
両
氏

の
見
解

は
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
点

で
は
北
宋
後
期
以
降

の
製
品
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
製
作
年
代

の
下
限

に
つ
い
て
は
、
「
回
印
花
雲
龍
文
盤
」
と

か
ら
め
て
後
に
考
察
す

る
こ
と
に
す

る
。

②

「
回
印
花
雲
龍
文
盤
」
の
製
作
年
代

こ
の
盤
と
同
工
の
盤

の
中
に
、
「
尚
食
局
」

の
刻
銘
を
も

っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
前
節
で
述

べ
た
。
前
掲
書

『
中
国
陶
甕
史
』
は
、
こ
の
銘

の
存
在
を
根
拠
と
し
て
・

⑦

.
⑧
を
ふ
く
む

一
九
四
八
年
出
土
の
印
花
雲
龍
文
盤
十
点
を
北
宋

の
宮
廷
専
用

の
器

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
薦
先
銘
氏
は
、

こ
れ
ら
の
盤
を
北
宋
後
期

の
製
品
と

(
25

)

判
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
明
確

に
示
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

「饗

局
」
と
い
轟

を
も

っ
た
白
磁
片
は
、
故
宮
博
物
院
杢

九
五
七
年
に
ぎ

な

っ
た
定
窯
窯
趾
の
認
蓼

・

一
九
六
〇
年
か
ら

一
九
六
二
年
に
か
け
て
の
河
北

(
27

)

省
文
化
局
文
物
工
作
隊

に
よ
る
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
資
料

は
陳
万
里
氏
や
爲
先
銘
氏

に
よ

っ
て
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
薦
先
銘
氏
は
前
掲

の
著
書

『
定
窯
』

の
中
で
、
総
合
的
見
解
と
し
て
、
尚
食
局

は
宋
代

の
宣
徽
院
の
下
に
置
か
れ
た
六

つ
の
局

の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
氏

は

「
尚
食
局
」
銘

の
陶
片
が
澗
磁
村

の
定
窯
窯
趾
の
北
宋

の
層
と
さ
れ

る
層
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
解
を
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
28

)

し
か
し
、
「
尚
食
局
」
は
金
代
に
も
置

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
尚
食
局
」
銘
を
年
代
判
定

に
採
用
す
る
た
め
に
は
、
宋

・
金
代

の
職
官
制

の
よ
り
精
密
な
研
究
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が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
尚
食
局
」
銘

の
字
体
も

一
種
類

で
は
な
い
。

こ
の
種

の
在
銘

の
資
料
が
も
う
少
し
増
加
す
れ
ば
、
字
体
と
作
行
が
ど
う
関
連
す

る
か
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
盤

の
技
法
や
文
様
か
ら
製
作
年
代
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
と

い
う
と
、
年
代

の
明

ら
か
な
印
花

の
資
料
は
極

め
て
少
な
く
、
ま
た
金
代
後
半
に
偏

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
検
討
し
て
も
余
り
意
味
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

結
局
、
「
伺
劃
花
龍
文
盤
」
も

「
㈲
印
花
雲
龍
文
盤
」
も
、

芒

口
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
北
宋
中
期
以
前
に
遡
る
こ
と

は
な
く
、

元
代
も
の
ほ
ど
作
が
悪
く
は
な

い

の
で
、
北
宋

か
ら
金
に
か
け
て
と
い
う
、
は
な
は
だ
あ

い
ま
い
な
製
作
年
代
し
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

四

(
29

)

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
ヤ

ン

・
ウ

ィ
ル
ギ

ン
氏

は
、
宋

代
陶
磁

の
文
様

に
見

ら
れ

る
龍

を
、

「
龍
」
・
「
璃

」
・
「
魚

龍

」

の
三
形
式

に
分

類
さ
れ

た
。
名
称

は
別

に
し

て
、

こ

の
分
類

は
現
在

で
も
妥
当

と
思

お
れ

る

の
で
、
定
窯

の
龍
文

を

こ

の
分
類

に
従

っ
て
三
分

し
、
前
節

ま

で

に
紹

介
し
た
資
料

以
外

の
定
窯

の
龍
文

資
料

を
次

に
挙

げ

て
み

る
。ω

「
龍
」
形

式

の
も

の

「
龍

」
と

は
前
節

で
と

り
あ
げ

た
龍

の

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
形

式

の
龍

を
加
飾

技
法

に
よ

っ
て
三
分

し

た
。

(
A
)

肉

彫
り

に
よ

る
も

の

(
30

)

「蟻
龍
高
脚
香
炉
」
(
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
東
ア
ジ
ア
博
物
館
蔵
)

は
、
鍔

口
に
作

ら
れ
た
脚
付
き
の
香
炉

で
あ
る
。

脚

に

一
頭

の
龍
が
体
を
巻
き
付
け
て
い
る
。

図
版

で
見
え
る
範
囲
で
は
、
龍
は
二
本

の
角
を
持
ち
、
胴
は
も
ち
ろ
ん
顔

に
ま
で
鱗
が
生
え

て
い
る
。
三
肢
が
見
え
、
三
爪
が
鋭

い
。
器
形
か
ら
見
て
北
宋
中
期
の
製
品
と
考

(
31

)

え

ら
れ

る
。

(
32

)

(
33

)

近
年
、
河
北
省
定
県

の
静
志
寺
と
浄
衆
院

の
塔
基
か
ら
、
相
当
数

の
定
窯

の
製
品
が
出
土
し
た
。
そ

の
中

に

「
龍
口
浄
瓶
」
が
少
な
く
と
も
二
点
含
ま
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
は
浄
瓶

の
胴
部
肩
の
注
口
を
龍
頭
形

に
作

っ
た
も

の
で
、
二
眼

・
二
角

・
二
耳
を
持
ち
、
上
顎

の
長

い
口
を
大
き
く
開
け
る
。
口
内

に
は
舌
が
あ
り
、
牙
を
持

つ
も

(
34
)

の
も
あ

る
。
頭
部
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
、
参
考
ま
で
に
挙
げ

て
お
く
。

こ
れ
ら
の
浄
瓶
は
十
世
紀
後
半
の
定
窯
白
磁

の
基
準
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て
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定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

(
B
)
刻
花

・
劃
花

に
よ
る
も
の

盤

・
鉢

の
類
で
は
、
定
窯
窯

趾
出
土

の
陶
片
が
他

に
も
あ
り
、
図
版
等

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
⑤

の
破
片
と
と
も
に

『
近
年
発
見

の
窯
趾
出
土
中
国
陶
磁
展
』
に
出
品

(
35

)

さ
れ
た

「
刻
花
龍
文
盤
片
」

は
、
盤

の
内
面
中
央
部

に
右
回
り
に
旋
回
す
る
団
龍
を
彫

っ
た
も
の
で
、
頭
が
後
方
を
振

り
返

っ
て
い
る
の
が
姿
態

に
お
け
る
主
な
相
違
点

で
あ
る
。
三
爪

に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

小
山
富
士
夫
氏
は
定
窯
窯
量
で
採
集
さ
れ
た
陶
片
を
日
本

に
持
ち
帰
ら
れ
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
中
国
陶
磁
史
研
究
会

に
よ

っ
て
精
密

に
再
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果

(
36

)

(
37

)

は
、

一
九
八
三
年

に
開
催
さ
れ
た

『
定
窯
白
磁
』
展
と
同
名

の
展
覧
会
図
録

に
お
い
て
公
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
陶
片

に
は
五
点
の

「
劃
花
龍
文
片
」

が
含
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
鱗
の
あ

る
胴

の

一
部
が
見
え
て
お
り
、

「
龍
」
形
式

の
龍
で
あ

る
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

器
形
は
盤

・
鉢

・
壷
が
各

一
点
ず

(
38

)

つ
で
、
残

り

一
点
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
の
盤
は
高
台
内
側
に

「
龍
」

一
字
が
粕
下
に
刻
ま
れ
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

小
山
氏
が
持
ち
帰
ら
れ
た
定
窯
窯
趾
出
土
陶
片

の

一
部

は
出
光
美
術
館

に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
二
点
が
白
磁

「
劃
花
龍
文
盤
片
」
で
あ

る
。

一
片

は
、
内
面
中

(
39

)

央
部

に
、
三
爪
と
な

っ
た
肢
先

・
鱗

の
あ
る
尾

・
火
焔
宝
珠
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
配
置
か
ら
、
こ
の
龍
文

は
、
同

「
劃
花
龍
文
盤
」
と
そ

の
類
品

の
龍
文
と
同

(
40

)

種

の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
う

一
点

は
、
髪
と
鱗

の
生
え
た
前
肢
が
見
え
て
お
り
、
「
龍
」
形
式

の
龍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
八
四
年

に
、
定
窯
窯
趾
に
近

い
定
県
博
物
館
を
見
学
し
た
際
、
窯
趾
出
土

の
白
磁

「
劃
花
龍
文
盤
片
」
数
点
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
う
ち

一
片

は
⑤
と

同
じ
よ
う
に
精
緻
な

「
龍
」
形
式

の
龍
文
が
彫
ら
れ
て
い
た
。

(
41

)

定
窯
窯
祉
か
ら
は
白
磁
以
外

の
陶
片
も
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中

に

「
緑
粕
劃
花
龍
文
盤
片
」
が
あ
り
、

一
九
五
七
年

に
澗
磁
村
窯
趾
で
発
見
さ
れ
た
。
伺

「
劃

花
龍
文
盤
」
と
同
種

の
龍
文

の
可
能
性
が
あ
る
。

(
C
)
印
花
に
よ
る
も
の

(
42
)

前
述

の
河
北
省
文
化
局
文
物

工
作
隊
が
実
施

し
た
定
窯
窯
趾
の
発
掘
調
査

に
よ

っ
て
出
土
し
た
陶
片

の
な
か
に
、
白
磁

「
印
花
雲
龍
文
盤
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
龍
は

「
龍
」
形
式
で
あ
り
、
回

「
印
花
雲
龍
文
盤
」

の
雲
龍
文

の
同
類
で
あ
る
。
五
爪
か
四
爪
か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
図
版
で
は
判
然
と
し
な
い
。

②

「
蟷
」
形
式

の
も

の(
43
)

蟷

は
蟷
龍
と
も
呼
ば
れ
る
。
細
長

い
胴
と
尾

に
は
明
瞭
な
背
鰭
が
無
く
、
鱗
も
無

い
。
斑
文
を
持

っ
た
も

の
は
あ
る
。
四
肢

の
先
は
瘤
の
よ
う
な
三
爪
に
あ
ら
わ
さ
れ
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た
り
、
爪
が
分
か
れ
ず

「
の
」
の
字
形

に
略
さ
れ
た
り
す
る
。
頭
部

は
正
面
か
ら
三
角
形
に
描

い
た
も
の
も
多

い
。
角

は
有

っ
た
り
無
か

っ
た
り
で
あ
る
。
表
情

は
小
児

の
よ
う
で
、
威
厳
と
か
猛
猛
し
さ
は
全
く
感
じ
ら
れ
な

い
。

(
44

)

ウ

ィ
ル
ギ

ン
氏
の
分
類
を
参
考

に
し
て
こ
の
形
式

の
龍
を
分
類

し
、
簡
単

に
紹
介
す

る
。

(
A
)
劃
花
に
よ
る
も

の

(
45
)

一
頭

の
蟷
龍
が
右
回
り
の
団
龍
と
な

っ
て
い
る
も
の
。
頭
は
正
面
観

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

こ
の
文
様
だ
け
が
鉢
な
ど

の
内
面
中
央
に
置

か
れ
た
も
の
と
、
そ
の
周
り
を

(
46

)

蓮
唐
草
文
が
取
り
巻

い
た
も

の
が
あ
る
。

左
回
り
の
団
龍
と
な

っ
た
蟷
龍
。
側
面
観

で
あ
ら
わ
さ
れ
た
頭
部
は
後
方
を
振
り
返

っ
て
い
る
。
鉢
や
盤

の
内
面
中
央

に
置
か
れ
、
そ
の
周
り
を
牡
丹
唐
草
文
や
蓮
唐

(
47

)

草
文
が
取
り
巻

い
て
い
る
。

以
上

の
蟷
龍

は
比
較
的
簡
略

に
描
か
れ
て
お
り
、
爪
も
分
か
れ
て
い
な
い
。
以
下

の
蠕
龍
は
比
較
的
大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
せ
い
か
、
描
写
も

こ
れ
ま

で
の
も

の
よ
り

細

か
い
。

こ
れ
ら
の
蟷
龍

は
胴
や
四
肢

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
蔓
が
出
て
お
り
、
蟷
龍
と
唐
草
文
が
混
然
と

一
体

に
な

っ
て
い
る
。

(
48

)

(
49

)

右

回

り

の
団
龍

と
な

り
、
頭
が

正
面
観

で
あ

ら
わ
さ

れ
た

蟷
龍

一
頭

だ
け
が

あ
ら

わ
さ
れ

た
も

の
と

、
そ

の
周

り
を
雷
文

な
ど

の
帯

が

か

こ
む
も

の
が

盤

や

鉢

に

あ

る
。

(50
)

二
頭

の
蟷
龍
が
、

一
頭
は
右
旋
回
の
団
龍
形

に
、
も
う

一
頭
は
後
方
を
振
り
返
る
姿

で
描
か
れ
た
盤
が
あ

る
。
前
者

の
頭

は
側
面
観
で
、
後
者

の
頭
は
正
面
観
で
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
。

(
51

)

二
頭

の
蟷
龍
が
左
回
転

で
旋
回
し
、

口
縁
を
唐
草
文
が
巡
る
盤
が
あ
る
。
龍
の
頭

は
い
ず
れ
も
正
面
観
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

(
52

)

内
面
中
央
に
前
述
の
比
較
的
簡
略
に
描

か
れ
た
蟷
龍

の
団
龍
や
花
文
を
置
き
、
そ

の
周
り
を
二
頭

の
大
き
な
蟷
龍
が
行
龍
形
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
盤
や
鉢
が
あ
る
。

二
頭

の
蟷
龍

は
逆
方
向

に
旋
回
す
る
。
頭
は
、

一
頭
は
側
面
観
で
、
も
う

一
頭
は
正
面
観

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
外
面

に
も

二
頭

の
蟷
龍
を
配
し
、

口
縁

の
内
外

に
雷
文
帯

(
53

)

を
巡
ら

し
た
碗

も
あ

る
。

(
54

)

低
い
筒
形

の
香
炉
の
外
面

に
、

一
頭

の
行
龍
形

の
璃
龍
を
彫
り
、
そ

の
上
下
に
雷
文
帯
を
巡
ら
し
た
も
の
が
あ
る
。
頭
は
側
面
観
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

(
B
)
印
花

の
も
の

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て
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定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

(
55

)

広

い
内
底
に
、
石
榴
花
唐
草
文
上
で
右
向
き
に
旋
回
す
る
団
龍
形

の
蟷
龍
を
あ
ら
わ
し
た
盤
が
あ
る
。
内
側
面

に
唐
草
文
帯
と
雷
文
帯
が
巡
る
。
こ
れ
に
ょ
く
似
た
文

様
構
成
を
見
せ
る
陶
範
が
爲
先
銘
氏

に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

(図

5
)
。

こ
の
陶
範

に
は

「
甲
辰
正
月
望
日
造
」
と
い
う
銘
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

凋
先
銘
氏
は
こ
れ

(
56
)

を
金

の
大
定
二
十
四
年

(
=

八
四
)
の
も

の
と
し
て
お
ら
れ
る
。

広

い
内
底

に
、
唐
草
文
と

一
体

に
な

っ
た
二
頭

の
蝋
龍
を
あ
ら
わ
し
た
盤
が
あ
る
。
内
底

の
端
は
雷
文
帯
が
巡
り
、
内
側
面

に
は
雷
文
帯
と
幅
広

の
蓮
唐
草
な
ど
の
唐

(
57

)

(
58

)

草
文
帯
が
巡
る
。

二
頭
の
璃
龍
は
、
同
施
向

に
旋
回
す
る
も

の
と
逆
方
向

に
旋

回
す
る
も

の
が
あ
る
。
内
側
面
の
唐
草
文
帯

の
代
わ
り
に
四
頭

の
蠕
龍
を
巡
ら
し
た
も
の

(
59

)

も
あ

る
Q

(
60
)

内
底
部

に
右
に
旋
回
す
る
団
龍
形

の
蟷
龍
を
置
き
、
そ
の
周
り
を
牡
丹
唐
草
文
が
囲
む
鉢
が
あ
る
。
口
縁

の
内
側

に
は
雷
文
帯
が
巡
る
。

蠕
龍
文

の
施
さ
れ
た
資
料

に
は
、
細

い
雷
文
帯
や
唐
草
文
帯
で
器
面
を
同
心
円
状
に
区
切
る
と
い
う
構
成
を
と
る
も
の
が
多

い
。
こ
の
よ
う
な
文
様
構
成
が
金
代

の
年

(
61

)

号
を
も

っ
た
陶
範
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
様
構
成

の
資
料
は
金
代
と

い
う
年
代
が
与
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、

こ
の
種

の
資
料
の
製
作
年
代
が
北
宋
ま
で
上

が

る
可
能
性
も
あ
り
、
今
後

の
紀
年
資
料

の
増
加
と
そ
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。

㈲

「
魚
龍
」
形
式

の
も

の

「
龍
」
・
「蟷
龍
」
に
比

べ
て
太

い
胴
を
も
ち
、
四
肢
が
無

い
代
わ
り
に
二
枚
の
翼
が
有

る
異
形
の
龍
で
あ
る
。
背
鰭

・
尾
鰭

・
鱗
が
有
る
魚
体

に
、

「
龍
」

に
似
た
威

(
62

)

厳

の
あ
る
頭
が
付
く
。

印
花

の
も
の
し
か
見
た
こ
と
が
な

い
。
印
花
璃
龍
文
盤

に
よ
く
見
ら
れ
た
器
形

・
文
様
構
成

の
盤
で
、
盤

の
広

い
内
底
面
に
、
雷
文
帯
に
囲
ま
れ
た
二
頭

の
魚
龍
が
互

(
63

)

い
違
い
に
置
か
れ
、
内
側
面
に
雷
文
帯
と
広

い
唐
草
文
帯
が
巡
る
も
の
が
あ
る
。
内
底
面
の
余
白
は
唐
草
文
が
埋
め
る
。

(
64

)

定
窯
窯
趾
の
北
宋
と
さ
れ
る
層

か
ら
、
團
や
㈲
に
似

た
形

の
盤
で
魚
龍
文

の
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
内
面
中
央
部

に
胴

の
太

い
魚
龍
が
二
頭
互
い
違

い
に
置
か
れ
、
そ

の
周
り
を
花
唐
草
文
が
囲
み
、
そ
の
外

の
口
縁
下
部

を
細

い
流
雲
文
帯
が
囲
む
。
高
台

の
内
側

に

「
尚
食
局
」

の
三
字

の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。

(
65

)

定
窯
窯
肚
か
ら
出
土
し
た
魚
龍
文

の
白
磁
片
は
も
う

一
点
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
66

)

ウ

ィ
ル
ギ

ン
氏

は
、
こ
の
よ
う
な
魚
龍
は
唐
末

・
五
代
と
明
代
に
見
ら
れ
る
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
定
窯

で
言
え
ば
、
北
宋
中
期
か
ら
金
代
と

い
う
時
期
よ
り
も
限
定
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し
た
製
作
年
代
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

五

中
野
徹
氏
は
、
古
代
か
ら
近
世

に
か
け

て
の
工
芸
品

に
お
け

る
龍
文

の
変
遷
を
、
天
命
を
告
げ
る
使
者
と
し
て
の
生
き
物

か
ら
、
天
子

の
権
威
を
象
徴
す
る
瑞
獣

へ
の

(
67

)

変
化
と
捉
え
て
お
ら
れ
る
。

氏

の
研
究
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
ま
で

「
龍
」
形
式

の
龍
と
し
て
述
べ
て
き
た
龍

の
形
態

は
、
漢
代

に
は
す
で
に
基
本
的

に
成
立
し
て
い
た
。
唐
代
に
な
る
と
、
他
の
瑞
獣

よ
り
格
が
上

の
神
獣
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
龍
は
当
時

の
工
芸
品

で
は
、
銅
鏡

の
鏡
背
や
銀
器
に
団
龍
形

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ら
を

見

る
と
、
尾
と
後

ろ
に
伸
ば

し
た
肢
と
が
輪
状

に
交
差
す
る
と

い
う
特
徴

を
は
じ
め
と
し
て
、
定
窯
の
団
龍
形

の

「
龍
」

に
見
ら
れ

る
特
徴
的
な
姿
態
が
す

で
に
唐
代

に

基
本
的

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
お
か
る
。
ま
た
、
余
白
を
流
雲
文
が
埋

め
る
構
成

(雲
龍
文
)
も
唐
代
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
68

)

一
方
、
矢
部
良

明
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
中
国
に
お
け
る
仏
教
美

術
の
発
展

の
中

で
、
六
朝
時
代
か
ら
唐

に
か
け
て
龍
と
宝
珠
と
が
組
合

せ
て
あ

ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

こ
の
時
代
、
龍

は
宝
珠
を
護
持
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
。
龍
が
宝
珠
を
追
う
形
を
と

る
の
は
宋
代

に
入

っ
て
か
ら

の
こ
と

に
な
る
。

(
69

)

と
こ
ろ
で
、
階

・
唐

の
陶
磁
に
お
い
て
は
、
龍
は
博
山
炉

の
脚
部

や
瓶

の
類

に
巻
き
付
く
幡
龍
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
龍
耳
瓶

の
耳
と
し
て
首

だ
け
が
用

い
ら
れ
る

(
70

)

な
ど
、
白
磁
や
青

磁
で
肉
彫
り
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
五
代

に
な
る
と
、
越
州
窯

の
青
磁

に
お

い
て
、
龍

は
劃
花
で
も
あ
ら
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

メ
ト

ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
蔵

の
龍
濤
文
鉢
が
最
も
有
名
な
越

(
71

)

州
窯

の
龍
文

の
資
料

で
あ

る
。
こ
の
鉢

に
お
い
て
は
、
内
底
中
央
に
左
回
り
に
旋
回
す

る
団
龍
形

の

「
龍
」

一
頭
が
置

か
れ
、
そ

の
周
り
を
左
回
り
に
進
む
行
龍
形

の
二

頭

の

「
頭
」
が
囲
む
。

余
白
は
波
濤
文

で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

「
龍
」

の
ほ
か
、

越
州
窯

で
は

「
魚
龍
」
形

の
龍
が
波
間
に
見
え
隠
れ
す
る
龍
濤
文
も

あ

(72
)

る
。と

こ
ろ
で
、
唐
代
に
流
行
し
た
雲
龍
文

に
代

っ
て
、
五
代

に
入
る
と
龍
濤
文
が
流
行
し
た
こ
と
は
、
陶
磁
以
外

の
工
芸

で
も
覗
え
る
。
遼

の
応
暦
九
年

(
九
五
九
年
)

(
73
)

に
没
し
た
鮒
馬
墓

か
ら

の
出
土
品

の
中

に
銀
鍍
金
龍
濤
文
鉢
(
図
6
)
が
あ

っ
た
。
内
底
部

に
は
、
唐

の
鏡
背
や
銀
器
に
見
ら
れ
た
団
龍

の
伝
統
を
引

く
形
態

の
龍

一
頭
が

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

97
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定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

毛
彫

り
で
施
さ
れ
て
い
る
。
尾
と
後
ろ
に
伸
ぽ

し
た
後
肢
と
は
輪
状

に
交
差
す
る
。
余
白
は
波
濤
文
が
埋
め
て
い
る
。
龍
が
宝
晦
を
追

っ
て
い
る
の
が
新
し
い
要
素

で
あ

る
。

こ
の
他

に
も
、

こ
の
時
期

に
作
ら
れ
た
龍
濤
文

の
銀
器
の
作
例
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期

の
工
芸
に
お
い
て
龍
濤
文
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
五
代
の
絵
画

(
73

)

に
お
い
て
龍
水
図
の
爆
発
的
な
流
行
が
あ

っ
た
こ
と
を
、
矢
部
氏
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

(
74

)

ま
た
、
天
福
七
年

(
九
四
二
年
)
埋
葬

の
呉
越
王
銭
元
灌

の
墓
か
ら
出
土
し
た
越
州
窯
青
磁
四
耳
壺
は
、

一
穎

の
宝
珠
を
奪

い
あ
う
二
頭

の

「
龍
」
が
浮
彫
り
で
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
陶
磁
に
お
け

る
珠
取
龍
あ
る
い
は
戯
珠
龍

の
最
も
早

い
例

の

一
つ
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

さ

て
、
宋
代

に
入
る
と
、
い
く

つ
か
の
窯
で
龍
文
の
施
さ
れ
た
製
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。

(
75

)

陳
西
省

の
耀
州
窯

で
は
、
北
宋
中
期
と
さ
れ
る
層

か
ら
、
右

に
旋
回
す
る
団
龍
形

の

「
龍
」
が
印
花
で
施
さ
れ
た
青
磁
片
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
早
く
、
北
京

広
安
門
外
で

一
九
五
三
年
に
出
土
し
た
三
百
点
余

の
青
磁
片
が
あ
り
、
そ
の
胎
と
粕

の
特
徴
か
ら
耀
州
窯

の
製
品
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が

「
龍
鳳
文
」

(
76

)

(
77
)

で
あ

っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
耀
州
窯
と
さ
れ
る
北
宋
青
磁

の
瓶
で
、
頸
部

の
周
り
に
二
頭

の

「
龍
」
が
肉
彫
り
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

(
78

)

磁
州
窯
系

の
製
品
に
お
い
て
は
龍
文

の
施
さ
れ
た
も
の
は
極

め
て
稀

で
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
所
蔵

の
白
地
黒
掻
落

し
龍
文
梅
瓶
は
、
肩
と
裾

の
捻
花
弁
文

に
は
さ
ま
れ

た
広

い
空
間

に

一
頭

の
龍
が
行
龍
形
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
形
態
は
特
異
で
、
胴

の
後
半

に
後
肢
が
無

い
代
り
に
腹
部

に
鰭
状

の
も

の
が

一
枚
付

い
て
い
る
。
尾
は
先

が

二
つ
に
分

か
れ
て
い
る
。
口
を
大
き
く
開
い
た
顔

は
猛
々
し
く
威
厳
に
満
ち
て
い
る
。
前
肢

の
鋭

い
三
爪

は
大
き
く
描
か
れ
、
尖

っ
た
背
鰭
と
と
も
に
こ
の
龍

の
迫
力

(
79

)

を
増

し
て
い
る
。
白
地
黒
掻
落
し
龍
文
瓶
は
ネ

ル
ソ
ソ
美
術
館

に
も

一
点
あ
る
。
大
型

の
尊
形
瓶
で
、
裾
に
蓮
弁
文
が
あ
る
が
、
そ

の
上
部

の
空
間

い
っ
ぱ
い
に

一
頭

の

龍
が
巻
き
付

い
て
い
る
。
爪
は
五
爪
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
点
の
瓶

は
、
器
形
と
装
飾
技
法
か
ら
北
宋
後
期

の
製
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

青
白
磁
で
は
、
「
龍
」

は
日
月
壷
と
呼
ば
れ
る
細
高

い
瓶

の
頸
部

に
巻
き
付

い
た
も
の
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
「蟷
」

は
も
う
少
し
多
く
の
例
が
あ
る
。
内
面
中
央

(
80

)

に
崩
れ
た
花
文

の
よ
う
な
文
様
が
あ
り
、
そ
れ
を
左

に
旋
回
す

る

「
璃
」
が
囲
む
劃
花

の
鉢
が
あ
る
。
ま
た
、
二
頭

の

「
蟷
」
が
頭
を
つ
き
あ
わ
せ
、
余
白
に
波
濤
文
が

(
81

)

埋
め
ら
れ
た
劃
花

の
鉢
も
あ
る
。

「
魚
龍
」

は
陶
枕
に
見
ら
れ
る
。
枕
面

に
唐
子
遊
戯
図
が
劃
花

で
、
側
面
に
は
猛

々
し
い
顔
を
し
た

「
魚
龍
」
が
浮
彫
り
で
あ
ら
わ
さ

(
82

)

れ

て

い
る
。

(
83

)

広
東
省

の
潮
州
筆
架
山
窯
赴
か
ら
出
土
し
た
青
白
磁
片

の
中
に

「
魚
龍
」
が
劃
花
龍
濤
文
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
盤

の
破
片
が
あ

っ
た
。

(
84

)

南
方

の
白
磁
と
さ
れ
る
も

の
の
中

に

「
魚
龍
」
形

の
燈
が
あ
る
。
顔

は
猛

々
し
く

二
肢

は
四
爪
に
作
ら
れ
て
い
る
。

_gg_._.



(
85

)

漸
江
省
の
龍
泉
窯
で
は
、
頸
部

に

「
龍
」
を
巻
き
付
け
た
瓶
が
南
宋
時
代
に
作
ら
わ
て
い
る
。

福
建
省
の
泉
州
窯
で
は
、
四
爪

の

「
龍
」
が
印
花
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
素
焼

の
瓶

の
破
片
と
、
印
花
で

⊥
/¥

(
86

)

「
龍
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
褐
粕
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

前
節

で
唐

か
ら
宋
に
か
け
て
の
龍
文

の
展
開
と
、
宋
代

に
お
け
る
定
窯
以
外
の
窯

の
製
品
と
を
概
観
し
た
結
果
、
宋
代
の
龍

の
三
形
式

の
総

て
が
劃
花
な
り
印
花
で
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
定
窯
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
定
窯
に
お
け
る

「
龍
」
・
「蠕
」

の
文
様
構
成

の
変
形
は
他
窯

に
比
べ
て
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
定
窯

は
、
龍
濤
文
を
も
た
な
い
と

い
う
点
で
、
五
代
か
ら
宋
に
か
け
て
の
陶
磁

に
お
け
る
龍
文

の
流
れ

の
中

で
、
際
立

っ
た
特
徴
を
も

っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な

っ
た
。
こ
の
点

に
お
い
て
は
、
定
窯
は
唐
代

の
伝
統

を
復
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
尚
食
局
」
な
ど
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
龍
文
器
は
、
今

の
と
こ
ろ
定
窯
以
外
で
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
、

定
窯
が
貢
磁
と
し

て
の
龍
文
器
を
作

っ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
の
点

に
関
し
て
定
窯
は
施
文
器
を
生
.産
し
た
他
の
窯

に
は
な

い
権
威
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

も

っ
と
も
、
定
窯
の
龍
文
器

の
総
て
が
貢
磁

で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

「
尚
食
局
」

の
銘
が
彫
ら
れ
た
例

の
あ
る
回
印
花
雲
龍
文
盤
の
類
品
と

「
魚
龍
」
が
印

花
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
も

の
と
の
総

て
か

一
部
が
貢
磁

で
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
周
劃
花
龍
文
盤
な
ど
法
興
寺
遺
跡
で
出
土
し
た
予

の
龍
文
器
な
ら
び
に
そ

の
類
品
も
、
総

て
か

一
部
が
貢
磁
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
の
可
能

性
は
あ
る
と
考
え
る
。
元
以
後

ほ
ど
厳
重
で
は
な
い
に
せ
よ
、
文
様
構
成
な
ど
に
つ
い
て
の
規
範
が

一
旦
で
き
上

っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
規
範

は
あ
る
程
度
制
約
と
な

っ
た

と
想
像
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
唐
代

の
い
さ
さ

か

「
古

め
か
し
い
」
文
様
構
成
が
、

一
般
的
な
好
尚

で
あ

っ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
そ
の

「
古

め
か
し
さ
」
は
貢
磁

の
威
厳
を
高

め
る
た
め
に
ふ
さ
お
し
い
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
推
測
を
広
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
時
、
法
興
寺
遺
跡

に
は
生

産
さ
れ
た
貢
磁
を

一
時
収
蔵
し
て
お
く
倉
庫

の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の

一
部
が
何
か
の
き

っ
か
け
で
穴
蔵

に
移
さ
れ
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ

な

い
。

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て
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定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

そ
れ

で
は
、
「
尚
食
局
」

な
ど

の
銘

を
も

た
な

い

「蟻

」
が

施

さ
れ

た
器

は
貢
磁
と

し

て
は
用

い
ら
れ
な

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

ウ

ィ
ル
ギ

ソ
氏

は
、
「
蟷
」

は
皇
帝

(
87
)

の
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
く
、
装
飾
意
匠
と
し
て
自
由

に
用

い
ら
れ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「璃
」

を

「
龍
」
と
比
較
す
れ
ば
明
白

に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

威
厳

の
有
無
と
、
「
龍
」
の
文
様
構
成
が
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
の
に
、
「
蟷
」
は
は
る
か
に
自
由
に
他

の
意
匠
と
組
合
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
氏

の
説
は
正
鵠

を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

唐
代

に
お
い
て
瑞
獣
の
最
高
位

に
あ

っ
た
龍
が
皇
帝

の
権
威
を
象
徴
す

る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
陶
磁
史

に
お
い
て
は
五
代

の
越
州
窯
青
磁

に
そ
の
囑
矢
を
見
る
こ
と

が
で
き

る
。
そ
の
点

で
は
、
宋
金
代

の
定
窯

の

「
龍
」
・
「蛾
」
文
器
は
越
州
窯
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
龍
と
皇
帝
の
権
威
の
結
び
付
き
は
、
次

の
元
代

の
景

徳
鎮
窯

に
お
い
て
さ
ら
に
確
固
た
る
も

の
に
な

っ
て
い
く
。

近
世

に
施
文
陶
磁
を
生
産

し
た
窯

の
中
で
、
定
窯
が
担

っ
て
い
た
役
割

の
大
き
さ
を
、
定
窯

の
龍
文
器
は
我

女
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
註

〕

(
1
)

(
2
)
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小
山
富
士
夫

「
定
窯

々
肚

の
発
見
に
つ
い
て
」
(
『陶
磁
』
十
三
巻

二
号
、
昭
和
十
六
年
)

近
年
、
中
国
陶
磁
研
究
会

の
関
口
廣
次
氏
ら
に
よ
っ
て
、
小
山
氏
が
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
定
窯
窯
赴
出
土
陶
片

の
詳
し
い
調
査
が
行
わ
れ
た

(『定
窯
白
磁
』、
根
津
美
術
館
、
昭
和

五
八
年
)

中
国
で

「
萱
草
文
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
含
む
。

拙
稿

「
定
窯
白
磁
の
深
鉢
に
つ
い
て
」
(『
大
阪
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
昭
和
五
五
年
)

妙
濟
浩

・
醇
増
福

「
河
北
曲
陽
北
鎮
発
現
定
審
甕
器
」
(『
文
物
』

一
九
八
四
年
第
五
期
)

原
文
で
は

「
刻
花
龍
紋
大
盤
」
で
あ
る
。

原
文
で
は

「
刻
花
龍
紋
置
」
で
あ
る
。

原
文
で
は

「
印
花
雲
龍
紋
大
盤
」
で
あ
る
。

原
文
で
は

「
印
花
雲
龍
紋
大
碗
」
で
あ
る
。

我
国
で
言
う

「
玉
縁
」
も

「
唇
口
」

に
含
ま
れ
る
が
、
同
意
語
と
も
言
い
き
れ
な
い
の
で

「
唇
口
」
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

前
掲

『定
窯
白
磁
』
図
版

二

一七

顛

デ
O
冨
§
σq

い
○
<
①
=
..H
=
話
需
簿
&

9

邑
o
αQ
¢
①
o
h
↓
ぎ
σQ
く
鋤
。
自。邑

力
色
導
巴

霜
9【①゚。
ヨ

9
①

勺
臼
。幽く
巴

O
①〈
乙

閃
o
琶
審
は
8

0
{
O
窪
冨
。゚①

〉
円け、.博
C
巳
く
⑦『ω即蔓

o(

冒
o
コ
ユ
o
P

一㊤①
♪

Z
o

°
嵩
㊤

一100一
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『
宋
盗
名
晶
圖
録

定
窯

・
定
窯
型
』
(学
習
研
究
社
、
昭
和
四
八
年
)
図

四
七

『東
洋
陶
磁
9
』
(講
談
社
、
昭
和
五
六
年
)
図

一
二
二

薦
先
銘

「甕
器
浅
説
(続
)
」
(『
文
物
』

一
九
五
七
年
第
七
期

)
図
五

一
九
八
二
年

に
出
光
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

『
近
年
発
見
の
窯
肚
出
土
中
国
陶
磁
展
』
に
出
品
さ
れ
た
。
同
展
図
録
資
料
番
号
三
三
〇

『定
窯
』
(上
海
人
民
美
術
出
版
社

・
美
乃
美
、

一
九
八

一
年
)

一
六
二
頁

『中
国
陶
盗
史
』
(文
物
出
版
社
、

一
九
八
二
年
)
二
三
四
頁

前
掲

『
定
窯
』
図
版
六
九
他

冨
コ
ミ

話

ぎ

..ω
雪
σq
O
窪

量

。
O
①゚・凶σQ
蕊
..M
しd
三
同Φ
江
ロ
。
=

帯

ζ
霧
窪
ヨ

。
h
閏
費

守

ω蚕

=
〉
=
二
ρ
ロ
三
Φ
ω
Z
ρ

食

一ミ
ρ

零

ミ

回
の
流
文
雲
帯
が
他
の
盤

の
も

の
と
異
な
る
が
、
実
測
図
を
作
成
し
た
と
き
に
省
略
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

前
掲

『
定
窯
』
二
三
四
頁

原
文
で
は

「
早
期
」
で
あ
る
。

前
掲

『
定
窯
』

、
六
二
頁

払則
掲

『定
窯
』

一
六
二
百
ハ

前
掲

「盗
器
浅
説
(続
)」

河
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊

「
河
北
曲
陽
県
澗
磁
村
定
窯
遺

祉
調
査
与
試
掘
」
(『考
古
』

一
九
六
五
年
第

八
期
)

『金
史
』
巻
五
十
六
に

「
尚
食
局
提
瓢
、
正
五
品
。
使
、
従

五
品
。
副
使
、
従
六
品
。
掌
聰
知
御
膳
、
進
食
先
嘗
、
兼
管
従
官
食
」
と
あ
る
。

前
掲

..G。
§

晩
O
⑦富
白
擶

U
豊

αQ
含
、.
℃
」
Q。①
～
℃
」
°。
刈

前
掲

.、Q。
⊆
昌
σq
O
⑦H°。ヨ
8

】)
①゚・陣σq
二
・゚..
勺
r
窃。。餌

一
九
七
〇
年
に

北
京
曲豆
台
鎮

の

王
沢
墓

(遼
重
熈
二
二
年

(茜

暦

一
〇
五
三
年
)V
葬
)

か
ら
出
土

し
た
香
炉

と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る

(
「近
年
来
北
京
発
現
的
幾
座
遼
墓
」
、

一
九
七
二
年
第
三
期
)
。

　 　
3837
口u

AAAAA
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定
県
博
物
館

「
河
北
定
県
発
現
両
座
宋
代
塔
基
」
(『文
物
』

一
九
七
二
年
第
八
期
)

前
掲

『
文
物
』

一
九
七
二
年
第
八
期
図
版
陸
1
と
前
掲

『
定

窯
』
国
版
五
〇

佐
藤
雅
彦

「
宋

の
白
磁
」

(『
世
界
陶
磁
全
集
12
』
、
小
学
館
、
昭
和
五
二
年
)

前
掲
図
録
資
料
番
号
三
二
九

関

口
廣
次

「
小
山
富
士
夫
先
生
採
集

の
定
窯
窯
祉
陶
磁
片
に

つ
い
て
」
(前
掲

『
定
窯
白
磁
』
図
録
九
↓
、頁
)

前
掲

『
定
窯
白
磁
』
図
版
番
号

五
1
六
、
八
1
六
、
九
ー
九

、
十
i
四
、
十

一
-
四

前
掲

『
定
窯
白
磁
』
図
版
番
号
五
ー
六

定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

『
考
古
』

101

晦嘘
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定
窯
白
磁
の
龍
文
に
つ
い
て

前

掲

『
定

窯

白

磁

』

図

版

番

号

九

四
ー

四

前

掲

『
定

窯

白

磁

』

図

版

番

号

九

四
-

五

前

掲

『
近

年

発

見

の
窯

趾

出

土
中

国

陶

磁

展

』
図

録

資

料

番

号

三

二

八

前

掲

「
河

北

曲

陽

県

澗

磁

村

定

窯

遺

赴

調

査

与

試

掘

」

図

ニ
ー

一
二

古

代

は
角

の
無

い

も

の
を

指

し

た

(
天
津

市

芸

術

博

物

館

尤

仁
徳

『
戦

国

漢

代

玉

離

紋

的

造

型
与

紋

飾

研

究

』

貫
文

物

』

一
九

八

六
年

第

九
期

》
)

前

掲

..Q∩
言

σQ

O
①
茜

巨

。

U
①
・゚斜

諺

、.
b
」

ω
c。
～
O
°
に

O

例

前

掲

『
宋

盗

名

品

圖
録

定

窯

・
定

窯

型

』

図

版

六
〇

例

前

掲

『
宋

甕

名

品

圖
録

定

窯

・
定

窯

型

』

図

版

四

五

例

前

掲

『
宋

甕

名

品

圖
録

定

窯

・
定

窯

型

』

図

版

四

四

前

掲

..Gっ
暮

σQ

O
①
冨

ヨ
8

0
①
匹
σq
コ
。゚
、、
に

よ

れ

ば

、

米

国

の
バ

ー

ネ

ッ
ト

・

コ
レ

ク

シ

ョ
ン
に

こ

の
例

が

あ

る
そ

う

で

あ

る

(
P

ド
ω
㊤
)

例

前

掲

..○。
口
昌
σQ

O
①
「①
巨

。

O
①
巴
σq
コ
ω
、、
勺
】°
刈
O
げ

例

前

掲

..Oo
巨

σq

O
①
茜
ヨ
言

U
①
・゚
帥σq
ロ
吃
.
℃
r

刈
O
①

例

]≦
碧
αq
鉾
2

】≦
。
亀
①
鴇

..目
=
二
。゚
g
碧
①
α

O
Φ
酔巴
o
σq
⊆
①

O
h
↓
ぎ
σq

①
民

〉
=
δ
鎚

≦
、碧
①
ω
.、
℃
】°
`

ω
駆

(
Z
o
」

峯

)

例

前

掲

『
宋

盗

名

品

圖
録

定

窯

・
定

窯

型

』

図

版

二

三

前

掲

『
宋

盗

名

品

圖

録

定

窯

・
定

窯

型

』

図
版

二

八

前

掲

『
東

洋

陶

磁

9

』

図

一
二
〇

例

前

掲

『
宋

盗

名

品

圖
録

定

窯

・
定

窯

型

』
図

版

五

四

前

掲

『
定

窯

白

磁

』

図

版

番

号

一
二

八

例

前

掲

、、ω
二
5
αQ

O
。
茜
ヨ
8

0
①
忽
αQ
コ
ω
、"
℃
ド

。。
刈
げ

例

前

掲

『
宋

盗

名

品

圖

録

定

窯

・
定

窯

型

』

図

版

五

六

例

前

掲

『
宋

甕

名

品

圖

録

定

窯

・
定

窯

型

』

図

版

六

一

例

前

掲

..ω
呂

αQ

O
臼
m
ヨ

8

0
①
・゚
睡αQ
蕊

、.
℃
ド

㊤
匿

前

掲

出
ぎ

お

冨

毎

σQ

ピ
。
〈
・
二

..一
一一二
昌

鉾
①
ユ

○
鉾
巴
。
αQ
¢
①

。
h
ゴ

コ
αq

尾
鋤
。

①
邑

力
。
巨

。
餌

≦
、碧
・
ω

ぎ

9

Φ

℃
臼
9
ぐ
巴

U
碧

乙

閃
。
§

紆

凹
δ
コ

゜
{
∩
三

莞

・゚
Φ
〉
二
、、

二
本

の
角

を

も

っ
。

例

前

掲

..ω
ロ
コ
σQ

O
①
冨
3
8

U
。
巴
σQ
霧

.、
コ

.
。。
討

前

掲

「
河

北

曲

陽

県

澗

磁

村

定

窯

遺

祉
調

査

与

試

掘

」

図

十

-

九

前

掲

『
近

年

発

見

の
窯

趾

出

土

中

国

陶

磁

展

』

図

録

資

料

番

量

三

三

一一laz‐
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前
掲

..ω
§
αq
O
Φ8
旦

。
U
。ω一σq
話
..
層
」
G。刈

中
野
徹

「
中
国
の
文
様

そ
の
由
来
と
流
れ
」
(
『展
開
写
真

に
よ
る
中
国
の
文
様
』
、
平
凡
社
、

一
九
八
五
年

)

一

矢
部
良
明

「宋
元
の
龍
文
様
と
元
磁
」
(
M
U
S
E
U
M
」
第

二
四
二
号
、
東
京
團
立
博
物
館
、

一
九
七

一
年

)

例

白
磁
蝋
龍
博
山
炉

(大
和
文
華
館
蔵
)

例

白
磁
龍
耳
瓶

(根
津
美
術
館
蔵
)

『
東
洋
陶
磁
12
』
(講
談
社
、
昭
和
五
七
年
)
図
七

例

『
越
窯
』
(上
海
人
民
美
術
出
版
社

・
美
乃
美
、

一
九
八

一
年
)
図

鴫
七
三

前
掲

「宋
元

の
龍
文
様
と
元
磁
」

前
掲

『
越
窯
』
図

一
七
〇

陳
西
省
考
古
研
究
所

『
陳
西
銅
川
耀
州
客
』
(科
学
出
版
社
、

一
九
六
五
年
)
図
版
拾
伍
ー
四

為
先
銘

「略
談
北
方
青
資
」
(『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

噌
九
五

八
年
第
∴
期
)

例

『
耀
州
窯
』
(上
海
人
民
美
術
出
版
社

・
美
乃
美
、

.
九

八
五
年
)
図
一∴
八

前
掲

『
展
開
写
真

に
よ
る
中
国

の
文
様
』
図
五

前
掲

『
世
界
陶
磁
全
集
12
』
図
版
二
三
〇

例

前
掲

..Go
弓
σq
O
①冨
ヨ
陣。
O
①獣
αq
塁
、.
軍
」
卜。①

例

前
掲

..ω
仁
ロ
αq
∩
①冨
ヨ
8

0
°玖
σq
蕊
、、
コ
」

卜。評

例

『
中
國
陶
枕
』
(大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
、
昭
和
五
九
年
)

一
二
五
図

広
東
省
博
物
館

『
潮
州
筆
架
山
宋
代
窯
肚
発
掘
報
告
』
(文
物
出
版
社
、

一
九
八

一
年
)
図
九

前
掲

『
世
界
陶
磁
全
集

12
』
図
版

.
四
八

例

「
青
磁
幡
龍
壷
」
(松
岡
美
術
館
蔵
)
(『松
岡
美
術
館
収
蔵
中
国
陶
磁
名
品
展
』
〔百

本
経
済
新
聞
大
阪
本
社
、

前
掲

『
近
年
発
見
の
窯
肚
出
土
中
国
陶
磁
展
』
図
録
資
料
番

号

一
七

.
・
一
七

二

前
掲

..G∩
言

σq
O
①田
ヨ
8

0
。°。一σq
塁
、.
℃
°
一。。
O

八
〇
～

一
八
四
頁

九
ノ＼

年

図

口

一103一

■

脱
稿
後
、
薦
先
銘

・
李
輝
柄

の
両
氏

に
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ

り
、
法
興
寺
遺
跡

に
は
近
年
ま
で
寺
院
が
あ

っ
た

こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

本
稿
に
挙
げ
た
資
料
の
他
、
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
の

「
定
窯
白
磁
劃
花
蜻
龍
文
瓶
」
な
ど
注
目
す
べ
き
龍
文
の
資
料
が
あ
る
が
、
細
部
を
確
認
し
得
て
な
い
の
で
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。

定
窯
白
磁
の
龍
文

に
つ
い
て



定
窯
白
磁

の
龍
文
に
つ
い
て

〔図
版
出
典
〕

図
1
～
4

前
掲

「
河
北
曲
陽
北
鎮
発
現
定
窪
甕
器
」

図
5

前
掲

『
定
窯
』

図
6

五
省
出
土
重
要
文
物
展
覧
簿
備
委
員
会

『
五
省
出
土
重

要
文
物
展
覧
図
録
』
(文
物
出
版
社
、

一
九
五
八
年

)

本
稿
は
、
昭
和
六

一
年
二
月
に
美
術
史
学
会
西
部
会
例
会
で
お
こ
な

っ
た
口
頭
発
表

『
定
窯
白
磁

の
装
飾
に
つ
い
て
』

の

一
部
を
改
め
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
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